
（第3種郵便物認可）２０２１年１０月２週号 ２０２１年（令和３年）１０月１３日７ 北海道営農技術・資材

　
「
皆
さ
ん
に
と
っ
て
終
活
と

は
？
」
と
お
尋
ね
す
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
答
え
が
返
っ
て

き
ま
す
が
全
て
正
解
だ
と

思
い
ま
す
。
各
個
人
の
置

か
れ
た
状
況
や
考
え
方
に

よ
り
必
要
な
こ
と
が
違
う

か
ら
で
す
。

　
私
た
ち
終
活
マ
イ
ラ
イ

フ
で
は
死
後
の
準
備
も
大

切
に
し
つ
つ
、
今
、
残
さ
れ
た

時
間
を
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る

た
め
の
終
活
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。

　
私
も
家
族
と
自
分
自
身
の
人

生
の
時
間
を
考
え
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
は
「
目
標

を
持
つ
」
で
す
。

　
目
標
と
い
う
と
大
げ
さ
で
す

が
、
「
い
つ
か
徳
島
市
の
阿
波

踊
り
を
見
に
行
き
た
い
」
「
好

き
な
焼
き
物
（
長
崎
県
）
の
陶

器
市
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
年
齢
に
関
係
な
く
突
発

的
な
病
や
不
慮
の
事
故
な

ど
で
命
の
灯
が
突
然
消
え

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
終
活
＝
高
齢
者
の
も

の
、
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
や
り
た
い
こ
と
は
や

る
、
今
で
き
る
こ
と
は
す
る
。

元
気
な
状
態
だ
か
ら
健
全
に
後

々
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
が
私
の
終
活
の
定
義
で
す
。

終活の定義

（
一
社
）終
活
マ
イ
ラ
イ
フ

理
事

西
藤
　博
子 １３

　
早
春
季
ま
た
は
冬
季
栽
培
で

は
野
菜
が
低
温
障
害
で
枯
れ
な

い
た
め
の
保
温
装
備
が
重
要
と

な
る
。
保
温
装
備
に
は
、
外
張

り
の
空
気
膜
二
層
化
や
内
張

り
、
ト
ン
ネ
ル
被
覆
な
ど
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
装
備
を
組
み

合
わ
せ
る
と
保
温
性
が
向
上
す

る
。

　
し
か
し
、
道
内
各
地
で
冬
季

の
寒
さ
は
異
な
り
、
そ
れ
に
伴

っ
て
必
要
と
さ
れ
る
保
温
装
備

も
変
わ
っ
て
く
る
。
図
１
に
多

く
の
葉
根
菜
類
の
生
育
限
界
温

度
で
あ
る
マ
イ
ナ
ス
５
度
以
上

を
確
保
す
る
た
め
の
各
地
の
保

温
装
備
を
示
し
た
。
ま
た
越
冬

栽
培
で
は
積
雪
に
よ
る
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
の
倒
壊
も
懸
念
さ
れ

る
。

　
そ
こ
で
、
図
２
に
各
地
域
の

日
積
雪
量
を
も
と
に
、
必
要
と

さ
れ
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
強
度

を
示
し
た
。
越
冬
栽
培
を
行
う

に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
図

を
参
考
に
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
保

温
装
備
お
よ
び
耐
雪
性
強
化
を

図
っ
て
ほ
し
い
。

　
北
海
道
で
一
般
的
に
行
わ
れ

て
い
る
夏
季
の
野
菜
栽
培
に
、

冬
季
お
よ
び
早
春
季
の
葉
根
菜

類
無
加
温
栽
培
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
周
年
栽
培
が
可
能
と

な
る
（
図
３
）
。

年
３
作
で
収
益
ア
ッ
プ

　
越
冬
栽
培
に
は
、
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
の
保
温
装
備
や
補
強
が
必

要
と
な
り
コ
ス
ト
が
か
か
る

が
、
各
地
域
の
気
象
に
適
し
た

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
導
入
し
、
適

正
な
品
目
を
選
択
し
て
年
間
３

作
栽
培
す
る
と
、
従
来
の
夏
季

栽
培
だ
け
に
比
べ
所
得
を
３０
万

～
１
０
０
万
円
／
１０
㌃
以
上
増

や
す
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

　
越
冬
栽
培
に
関
す
る
詳
し
い

情
報
に
つ
い
て
、
「
葉
根
菜
類

冬
ど
り
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

「
保
温
装
備
マ
ッ
プ
」
お
よ
び

「
耐
雪
強
度
マ
ッ
プ
」
が
上
川

農
業
試
験
場
お
よ
び
道
南
農
業

試
験
場
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
参

考
に
、
無
加
温
周
年
栽
培
に
挑

戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

図１　ｰ５度を確保するために必要な道内各地における
　　　パイプハウス保温装備の目安

図２　越冬栽培に必要なパイプハウスの
　　　耐雪強度の目安

野
菜
の
周
年
栽
培
へ

野
菜
の
周
年
栽
培
へ

冬季、早春季における冬季、早春季における
無加温ハウス栽培技術無加温ハウス栽培技術
　これまで北海道では、寒さの厳しい冬季や
早春季に野菜はほとんど栽培されていなかっ
た。しかし、冬季においては保温装備を充実
させた無加温ハウスでの栽培が近年、徐々に
広がりつつある。そこで今回は、早春季にお
ける無加温栽培技術について紹介する。また
冬季無加温栽培に適した新たな品目や、さら
に従来の夏季栽培との組み合わせによる無加
温周年栽培の可能性についても触れる。
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幹

主
査

越
冬
栽
培
に
適
し
た

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
装
備

周
年
栽
培
に
よ
る
所
得
改
善

上
川
農
試
の
無
加
温
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
内
部
（
１２
月
）

品目 生育限界
温度

栽培
地域

播種期
（月旬）

定植期
（月旬）

収穫期
（月旬）

ホウレンソウ –１０度 道北 ２上 － ３下

コマツナ –７度 道北 ２上 － ３下

ミズナ –５度 道北 2上 － ３下

チンゲンサイ –５度 道北 １下 ２中 ４上

結球レタス –２度 道南 １下 ２中 ４中

表１　道北および道南地域における早春季栽培体系

注）パイプハウスの保温装備はフィルム４層で実施（図１参照）

品目 生育限界温度 栽培地域 保温装備
（フィルム）

播種期
（月旬）

定植期
（月旬）

収穫期
（月旬）

コマツナ –８度
道北 ３層 ９下～１０上 － １２中～１下

道南 ２層 １０中 － １２中～２上

ミズナ –５度 道南 ３層 １０上～１０中 － １１下～２上

紫カラシナ –５度
道北 ４層 ９下～１０上 － １２下～１下

道南 ３層 １０上～１０中 － １１下～２上

小カブ –５度 道南 ３層 １０上 － １２下～１下

チンゲンサイ –５度
道北 ４層 ９中 １０上 １２下～１下

道南 ３層 ９下 １０中 １１下～１中

リーフレタス –５度
道北 ４層 ９上 ９下～１０上 １２中～１下

道南 ３層 ９中 １０上～１０中 １２中～２上

結球レタス –２度 道南 ４層 ９上～９中 ９下～１０上 １１下～１中

表２　道北および道南地域における冬季栽培体系

注）保温装備は図１参照

図３　道北地域での無加温パイプハウスを利用した野菜の周年生産体系例

●：播種、▲：定植、■：収穫

　
北
海
道
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域

で
は
夏
季
の
野
菜
栽
培
は
４
月

以
降
の
開
始
が
一
般
的
で
あ

り
、
そ
れ
よ
り
早
い
時
期
の
栽

培
は
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し

保
温
性
を
強
化
し
た
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
道
北
地

域
で
も
２
月
上
旬
に
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
な
ど
を

播
種
・
定
植
し
、
３
月
下
旬
～

早
春
季
に
栽
培
で
き
る
葉
菜
類

び
道
南
地
域
に
お
け
る
葉
根
菜

類
の
栽
培
体
系
例
を
表
２
に
示

す
。
こ
の
栽
培
体
系
に
よ
り
１２

月
ご
ろ
ま
で
に
収
穫
可
能
な
サ

イ
ズ
に
生
育
さ
せ
た
後
、
寒
さ

で
生
育
を
停
止
さ
せ
１
～
２
月

ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
出
荷
で

き
る
。

冬
季
に
栽
培
で
き
る
葉
根
菜
類

　
す
で
に
栽
培
技
術
が
確
立
さ

れ
て
い
る
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
コ

マ
ツ
ナ
、
リ
ー
フ
レ
タ
ス
の
ほ

か
に
、
比
較
的
耐
寒
性
の
強
い

７
品
目
を
中
心
に
、
道
北
お
よ

４
月
上
旬
に
収
穫
可

能
と
な
る
（
表

１
）
。

　
一
方
、
道
南
地
域

で
は
こ
れ
ま
で
も
早

春
季
に
葉
菜
類
栽
培

が
行
わ
れ
て
い
た

が
、
保
温
装
備
を
充

実
さ
せ
て
結
球
レ
タ

ス
を
栽
培
す
る
と
、

収
穫
が
１
旬
早
ま

り
、
夏
季
栽
培
の
開

始
時
期
を
早
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

地域に合わせた
保温装備が重要

注）毎日１回の屋根の除雪を前提として評価

品目 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
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